


はじめに

今からおよそ2,300年前､大陸からもたらされた米づくりや鉄製品といった新しい技術
は人々の生活に大きな変化をもたらしました｡米を主食とするこの生活様式は弥生文化

と呼ばれ､その後の日本人の生活に大きな影苛を与えました｡

広島市教育委員会､財用法人広島市文化財用は､これまでに市内の弥生時代の通称を
30件以上調査してきました｡出土した多くの考古資料は､私たちに祖先の暮らしぶり,
さらには太古のひろしまを碓井に物語ってくれます｡しかしながら､これら資料や情報

は､現地説明会や発掘調査報告音などのほかは､広く市民の方々に知っていただく機会

があまりありませんでした｡

そこで､これまで広島市内で見つかった弥生時代の遺物を一堂にあつめて展示し､当

時の生活の様子を見ていただくこととしました｡

この展示会が､郷土広島の歴史 ･文化を見つめなおし､琳土に対する理解と愛着を深

めていただくことに役立てば幸いです｡

食後になりましたが､今回の文化財展を開催するにあたり､紫重な貴科を出展及びご

協力い草だきれ た関野 横臥 問学者の皆様に心からお札申し上げ事す｡
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】.本書は､平成12年1月22日から1月3)Elまでア
スチールプラザ市民ギャラリーにおいて開催
する弟22回文化財展 ｢弥生ムラ叢生一大開拓
時代のひろしま｣の展示解脱賛科であるD

a本書掲載の図版は展示品のすべてではない｡
3.広島市教育委員会所載の展示品については､

別添リストに相戦している｡
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弥生時代のひろしま

円本の文化史上､純文時代につづく､現在からおよそ2.300年前から1.700iFrJiJ'までの

約600年間を弥生時代と呼び習わしています｡

この弥生時代は､I-1咽や朝鮮半F'古をつうじて､米づくりやl-JE･銅器 ･鉄器といった金

属動品が日本へ伝わり､さかんに使用されはじめた時代で､これまでの生活が大きく

変7(_･:した､いわば現在の生活様式につうずる時代です｡

ところで.広島市内では現在までに30件以上の弥生時代の逝跡が調査されています.
ふん は

このなかには集落遡跡や墳基追跡があり､この発掘調金で発見された逝梢や避物は､
うかが

わたくしたちのルーツともいえる弥生人たちのくらしぶりを恐い知ることのできるも

のです｡

とはいえ､その90%以上は後JgJの追跡で､前IgJや中mJの過跡の調査iJi例がほとんど

なく､そのころの状況はよくわかっていないのが実情です｡もともと逝跡数が少ない

のか,ただ発見されていないだけなのか?いずれにせよ､数少ない調龍平例からみる
r)rJrlJせさ

と､中規模河川の河口に広がる沖f11低地や河岸段丘上に辿跡がみつかることが多いよ

うです｡つまり､このころはl-仁清に必斐な水の確保がしやすく､また水田もつくりや

すいような場所で生活を営んでいたことが考えられます｡

ところが､いまから約2,000年rlfiのtMp】のおわりごろになると､状況がかわってきま

す｡急速にムラが増加し.小T.■古い丘(比高約30-70m)の｣二に躯蕗が築かれるようにな

ります｡でも.どこの丘の上でも良いというわけではなく､一般的にいえば､当時の

ムラは､日当たり良好の南向き横斜繭を中心につくられていました｡水田は未発見で

すが､稲の穂首刈り道具の石庖丁や炭化米などによって水Iflがあったことは確実です｡

恐らくは水が湧き､日当たりの良い谷r馴こ存在していたと考えられています｡
うっそう

それまで密着と樹木が生えているIIJ々 の地に新たにムラを築くことは､並み大抵の

ことでなかったことと想像されます｡この弥生人たちの大事業をおおいに助けたのが､

それまで非常にi'1亜品であった鉄の道具にはかなりません｡このごろになってようや

く鉄の道具が普及しはじめるようになったのです｡鉄の斧で大木を切り倒し､鉄の刃

先をつけた土木工具で整い大地を切り肋すなど､堪新の道具をつかって開先が盛んに

おこなわれていきました｡現在､わたくしたちの住んでいるすぐそばでは､平地での
く し

居住地が手狭になったため､位新の技術を駆使して山々を切り肋して､ニュータウン

と呼ばれる新たな居住地が誕生しています｡いま各地で練り広げられている大規模開

発も､そのルーツはいまから約2.000年前にあるといえるでしょう｡
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安佐l宙区人■T七JL谷B地J'i正跡)谷･1を確 り､息の切れそうJi抜連を登 りこ小高い且の上lこ

ム与があっ('｡ムうlこけ抑 )家 と未 S･'筈 ぇる倉か くもり､広場では

人 クが韓 と呂で収穫し†こげ叫 の櫛 恵を触 していfこ｡待ちとがれ†こ収穫lこムう人たちの栽レL･もいとLL;で

ある｡広島市内

から出土した紡錘車 律元機織り (大阪仲立弥生文化博物凡

)(1)身にまとう 上/T了を倣った衣新の源流は､弥生時代にあります｡糸を作る

には､カラムシに代表される地物と､その繊#.を撚っILう十いLヤて糸にする紡錘車とい



石庖丁 (安佐南区鬼沙l■■伯 東逝跡)弥生時代の農具(復元品)(福岡了打数背委n会) ど)たく

Lfつこく銅鐸に描かれた脱穀の様子(兵細粒桜ヶ丘逝跡 神戸市立博物館)(2)米をつくる
… 仙 う広島市内では､弥生時代の水田の跡は見つかっていません｡しかし､お米や､租摘み

に使っていた石庖丁などが発見されていることから､米づくりが行なわれていたことは確実ですOでは､水EEIAまどこにあったのでしょう｡



カキ殻 (佐伯区小林B地点逝跡)

▲▲

AIJl▲t･eでく広島市内から出土した石鎚

(石のやじり)(3)食材を

とる掛 こも山にも近vJ京､こ広島では,魚
とりの網のおもりに使われた土錘や石錘､釣針

､やじりなどの道具が出土 し､弥生人の生活がか

いまみられます｡食材としては､アサリや

ハマグリなどの二枚貝やカキなど､今に通じる広島ブラ



(4)住居をたてる
弥生時代には､家を建てる城門の大工さんは
いませんので､ムラ人総出で班てたと考えら

れます｡発掘された杜の穴や焼けた家などを

調べると､弥生人が思い描いた任JS･の設計図

や桂や屋根の材質などが分かるのです｡

t!一ふ広島市

内から出土した石斧▲El<'‡律元住居 (安佐北区TLr.下山in跡) (5)住居の立地弥生時代のひろしまのtl三野かrEl当たり良好.凧光明姐､生活便利な

好立地｣に辿っており､現在の住宅広告とあまり変わりません｡当時の住居は､住宅広告にわ例える

と､｢本格木迫倭風-竪穴式

ワンルーム一戸班て｣で､山の尾根を述成して家を班てたため､現在の住宅団地と似ています｡今日住宅田地としてl)El発

されている造成地が､弥生時代の兆諮跡だった助所も多いのです｡広出の住宅ZrL価は､今

も昔も変わりませんネ｡戦うム

ラ 西山遺跡qF7B261mの山上に位tする兼区戸坂の西山近称は
､
ムラとムラが争い､
紫鵠隣保が続いた弥生時代後期に､
争乱時 の
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皐しそうtih.しゃべ りととも(こ､≠軌､砧
が朗 t-jk上いもS･績み上げている｡その勺'たわ らでLiA殻 を使 って

上各lこ≠対か くつけ られている｡上各 作 りは女性 たちのイ士すf三｡彼女 たちはえ祖代 ヶ条けつ勺{れてきた結く二輪fこ/(尉 生をか

えJj'勺くら､Jか ､終 車の上い上各 を作 り上げて＼､っ1こ｡ノ

J f_ ~←li L 11r■G

rTl下.;ごト】～r

t(1)日常の土器弥生人は米づくりをF中心とした生活様式に合わせて､使い▲･■〉
やすい上器を作りlこげました｡彼らは､点炊き用の菱､貯収'>r[ /_+rJ! lJI
用の壷､盛りつけ用の満杯 ･鉢などを泉lみ合わせて生活を常

ん

だと､一般的に考えられています｡事 (安佐l甘区はう11逝跡)
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(2)=qツリの土器

叫 警崇 警護二,n=嘗志望完fa=冨冨諾 慧 票 V':f言.誓 こ ,

ら略畔 特別な形の土器もあれば ､Er'IT.'生 活で使うものに手を (

▼~-rJj
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北部九州のJI初の弥生土器 (福岡7他 栽文化財センターJI_

広島市内から出土した遠賀川式土器(壷)

(東区中山月塚 広也大学文学部考古学研究室)
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(4)弥生土器の調整 ･紋様
こ～寸.A

土器を観察すると､調整と呼ばれる作業の痕跡や紋様を見

ることができます｡銅盤とは粘土をうつわの形に作 り上げた

後に行われる仕上げの工程です｡弥生人はこの時､木製や金一

属製の工具を使用して,粘土を削って輝くしたり､表面をな

でたり磨いたりしています｡
L̂? (L

一方､紋様は,箆､櫛の刃の様な工具､竹の管､月故等を

用いて施されました｡弥生土器の叔様の多くは､すでに縄文

土器で使われていたものですが､経文土器と比較すると非常

にすっきりしており､リズミA北島見えますo~般的に弥生

時代前期は<7奈こ本線を描く箆描紋が､中期は一皮に何本も
の線を描く櫛捕殺が主流でした｡やがて､後期になると紋様

が少なくなり､簡素なものへと変イヒしたようです｡

tTTう

広折 - 出土したマツリの土器(器台, 帯

おん が がわ
(3)最初の弥生土器 一連斉川式土器一
弥生土器は､縄文時代以来の土茄作 りの技

術の上に,米づ くりとともに朝鮮半島から伝

わった土器の影響が加わろて生まれた土器で

す0本格的な農耕を営むようになった人々の
手による殺初の弥生土器は､北部九州で生ま

れました｡

この土器によく似たものは､本州北端まで

の各地で見つかっています｡これらは､遠2T

川等土器と呼ばれ､ ここ広島市では東区中山

東の中山月塚､佐伯区利松の和田1号逝跡な
どで発見されています｡各地の遠粥川式土器

t は,形や紋猫 に大 きな変化が見 られないこと

から､短此間のう ちに伝わった弥生文化の指

標となっています｡

｣目す入､J･1Jl.,rIT

棚紋の土器(東区中山鵬舶ブ鞠学部糾
毎
触)

汁王 ぎ ー.首 二 ㌧ 二一㌦ 1 ㌦ = 圭 ､､ILLL _. ､ ､
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護媒蒜がほどこされた重 く射左南区琳 迎跡
' (位イ芸 濃 急 跡, U(孟iLh芸孟三言AL

+冨諾 諾 '(5)ひろしまブランドの土器広島市域で発見された弥生土器の多くは､今からおよそ1BCO年から1,7CO年前の弥生時代後期のものです｡
この時jgは 人口が爆発的に増えたと考えられる時糊で､土器には地域の特色が現れるようになりまし

た｡広島市域で発見された土解は､同じ広島矧杓でも束 部や北部のものと形が炎なっていますoこれ

らは､ひろしまブランドの土器とも言え､当時の地

域性を色濃く反映していると考えられますC遠 く

か ら 来 た 土 器弥生土器は､使っていた人々の住

むムラの近くの粘土を使って作られたと考えられ

ますが､形や粘土が異なるなど明らかに他の

地域で作られた土器が見つかること

があります｡弥生時代中期では､広JLqL北東

部を中心に出土する塩町式土器が代車例です｡また

､弥生時代後期では山陰地方の土器がその代表例です｡さらに

数は少ないものの山口方面､四回地方､近稔地方など
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絵画土器 (奈良LL.Hl■7水岨逝跡 改良Ll.L･;/'.

億粧ゼrlT学研究所)広場では不忠鶏/E祐4馴こ身 S･包んf三シヤーマレ勺し ･ts不iL̀こ締りS･捧 げている｡その萄 lこけ
も干 しいえ S･はJill麟 {っ り下 げ られている｡豊作 紬 い

､そ らJEる実 り如扱う取 付 ん†三｡一時 の帝寂 の後 ､督JEる練 の音 が高 ら叫 -Ji

り響 き､ムう人 の歓 声勺{わ き上がった｡(1)青銅器のマツリ に

な弥御 者代のマツリには伸銅器が電静 等兜を担っ
ていました｡このうち､武器の形をした銅剣 ･銅X･･銅戊は北.%九州eIl=lJL



LJ}LL-l̂ だ
マツリの風景(.rj取iJ.t稲}U･'11JllT正捗 淀江Ir教育委fl会) 〉いりl

ALT!JfJか▲■ガラス到勾玉

(rliE催両区申I_Ein跡)(2)弥生人のアクセサ
リー弥生人にとってアクセサリーは単なるおしゃれのた

めだけでなく､神社のおllJ=りのように特別な力が符ら

れるという,払いから身につけていたと考えられています

｡安佐北区三人南の九 (一山追跡では､お墓の中から遠

いl南の海でしかとれないJlで作られた脱輪が女性の人

骨とともに発見されています｡この
人 物は労働と緑のない

､
例え

ばまじないやマ ツリなどに大きなl対わりを持つ人物であ

ったと考えられます｡ I

)Il)tJJ .t J _さlカ

L̂ ti亡土製勾玉 (安佐北E考市郎ヰ北jB跡)

貝製腕捨(Lll口恥上

)r.ヶ浜正体上)r･ケ浜逝跡･人#i学

ミュージ7ム)草野 T T 一 一ぎ む
ねやま木の宗山

遺跡の銅鐸はどこで作られたか?iFI

iIの納型(佐瀬恥'&水川38鮮血柄rIJ'叔ff委

Ll会)EL 兼区福田町の木の宗山iL捗

で発見されたL,

f tIJL榊 には､有性な眼が表現された邪

視奴やおう>L■b̂横帯故といった叔
様が施されています｡このうち横帯枚は北部

九州と関連があるよう▼TBP rLです｡佐井gt安永日iA称の紙型にもこの紋

様が見られます｡

また､1998

年11月には佐半県吉野ヶ里近称で横帯枚を持った脚 が見つか )まし



河原石でできた石室 (安佐北区梨ケ谷jB捗)

歩き始め(=ばかりの幼3-
やくそく+(っ1=｡かわいそうlこ､暑いみ帆 i/(いている｡ヤ勺くて棺とIIる壷



箱式石棺基(安佐南

区寺山iEt跡) (安佐南区大町七九谷C地点追跡)(1)お墓のかたち埋 悪 藍L.Eもいろいろな

スタイルがあ曹与え七三､弥生時代のお墓にも様鱒 おのがありますD石で周組を領われた箱式石棺墓や土批 酎 こ
近体を入れた土器柏基のほか･穴を掘り込んだ土膿墓が見つか りますo土城韮の多くは､木の相を入れる木棺立と考えられ

ます.これらのお墓は､ほとんどが住居と離れた特別 な場所に鶴められています｡

[▼｣1

-~~~ー~

I.~ (

2)有力者のお墓お墓は主に

ムラあるいは家族単位で整然と

配位され､鵜同基地という形態

が一般的でした｡しかし､次第

に特定個人のお墓が作られてい

きます｡安佐北区口田地区の太

田川を望む高台の一 角では､全

国でも珍しい河原石を使ってい

るお益が見つかっています｡そ

の一つ勲ケ谷迫跡の石室は､石

造りの造形美すらも感じさせられま

す｡たった一人のために眼下を雄大に

流れる太田川から10kgを超える河原石

を1
,500個以上迎ぴあげさせた有力者の力のほどが推しia･れます｡

〓

日

日

』

有力者の基(安佐北区架ケ谷迫跡)

副葬された鉄製品(安佐 北区架ケ谷逝跡)お墓に供えられた土器(安佐北区大久保逝跡)

(3)あの世へのお供
ふくそう｡ん
弥 生時代には一般的にお墓に剛非晶を入れない例が多いものの､
なかには日用品を手向

けたものもあります｡
安佐北区口柵の架ケ瑠跡では
､
様々な-品力
掛
の儀式の時

に納め られたと考えら れ
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第22回文化財展 借用展示資料リスト

1.ようこそ 弥生ムラへ
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J示肘 暮■名 ■1 tt df

JI先弥生時代の衣服 ー 復元 兼大

阪市立郷土博物館弥生時代の衣服 1 //

大阪府立弥生文化博物館弥生時代の衣服 5 // 和泉市教育委員会

鋤､鍬 // 福岡市教育委員会炭化米 浄福寺 1号追跡 財団法人広島県埋蔵文化財調査センタ

ー籾圧痕のある土器 御領i■跡 1 神辺町教育委員会米圧痕のある土器 横路遺跡 1 財

団法人広島県埋蔵文化財調査センタ-釣針

西川津浪跡 4 島根県教育委見合おもり 西川津;1跡 1 島

根県教育委鼻会弓矢､土器 復元 広島県

立歴史民俗i料館臼､杵 // 福岡市

教育委員会巴形銅器 西山遭跡 1

広島大学文学部考古学研究室鉄斧 西山iL跡

1 広島大学文学部考古学研究室鈍 西山辻跡 1 広A大学文学部考古学研

究室鉄鉱 西山遺跡 1 広島大学文学部考古

学研究室銅鉾 西山辻跡 1 広島大学文

学部考古学研究室Jt示十科 土書名 ■1 ■

■ drJI先器台 西肝寺山gt事群

1 広島県立歴史民俗iq料館大型壷 針摺iL跡 1 掃同市埋蔵文化財センタ-

彰文重 '&居i1跡 1 福岡市埋

蔵文化財センター捷 雀居並跡 1

福岡市埋蔵文化財センター重 雀居iL跡 1

福岡市埋蔵文化財センタ-鉢 Jt居;1跡 ー

福岡市埋蔵文化財センターi 中山貝塚 ー

広島大学文学部考古学研究室垂 中山貝

塚 1 広島大学文学部考古学研究室無類重 中山貝塚 1 広島大学文学部考古学研究室

木葉紋の土器 中山貝塚 1 広島大学

文学部考古学研究室線描紋の垂 中山貝塚 1

広島大学文学部考古学研究室細耳垂 船絹遺跡 1 大阪府立弥生文化1書物柁

水差形土器 船IAi一跡 1 大阪府

立弥生文化博物館鉢 壇町遺跡 1



3.まじないとマツリ

JL示tR iL+毛 ■1 ■■ d

f用先銅鐸 木の宗山il跡 ー レプリ

カ 光町清子氏銅剣 木の宗LLl遺跡

1 // 光町清子氏銅je 木の宗

山iI跡 1 // 光町清子氏銅鐸

黒川iA跡 1 広島県立歴史民俗資料館銅鐸形土製品 和田原C地点遺跡 1 庄原市教育

委員会絵画土器 道上渡瀬;1跡 1 神辺町教

育委員会分銅形土製品 和田原C地点iL跡 1

庄原市教育委員会分銅形土製品 塩町遺跡 2 広島大

学文学部考古学研究室貝製腕輪 土井ケ浜遺跡 2

土井ケ浜iI跡 .人類学ミュージアム貝製腕輪 中山貝塚 3 広島大学文学部考古学研究室

骨角器 中山貝塚 5 広島大学文学部考古学研究室銅鐸鋳型 安永田i土跡 1 レプリカ 鳥栖

市教育委員会銅鐸 1 復元､遠所和夫氏

製作 島根県立八雲立つ風土記の丘資料館Jt示*F

I jL■名 ■1 ■書 dlJI先弥生人の復顔 土井ケ浜遺跡 1 模型 松下孝幸氏

弥生人の復顔 書宅田西分i土跡 1 /′ 松下

孝幸氏弥生人の復顔 長寺iI跡 1 // 天理市教育委員会

人面付土器 西川津i■跡 1 島根県教

育委員会人形土製品 御領遺跡 1

神辺町教育委員会l団体名

l朝日新聞社和泉市教育委員会大朝

町郷士資料長官大阪府立弥生文化博物館

岡山県古代吉備文化財センター神辺町教育委員会神辺町立歴史民俗資料館

神戸市立博物館財団法人愛媛県埋蔵文化財調査センター

財団法人大阪府文化財調査研究センタ

ー財団法人広島県埋蔵文化財調査センター

財団法人山口県教育財EZILLl口県埋蔵文化財セ

ンター佐賀県教育庁四候畷市教育委

員会島根県教育庁埋蔵文化財調査センター

島根県立八雲立つ風土記の丘資

料館庄原市教育委員会

新市町立歴史民俗資料館

中国新聞社天理市教育委員

会天理市文化セン

ター土井ケ浜iA跡 ･人類学ミュージアム 東

京大学総合研究博物

館鳥栖市

教育委員会奈良県立I暮原考古学研究所乗大阪市立郷土博物館広島県立歴史民俗資料館

広島大学文学部考古学研究室福岡市教育委員会福岡市埋蔵文化財センター守山市教育

委員会淀江町教育委員会信U2 井手三千男 岩田 珠美 川畑 和弘 中西 克宏 平林 =
松下 孝幸 三好 裕之出野上 靖 上野 節子 桑田 博正 中野 雅美 深田 浩

松本 洋明 村上 年生青木 勘時 伊藤 実 大下 裕史 佐藤 尭介 乗安和二三
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